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経済学部同窓会会報の発刊を祝って

昨年、経済学部創立50周

年を迎えたのを期に同窓会

がIil立 され、そしてこの度、

11窓会第 1111会報が発行さ

れるとのこと、心よりお祝い

中し llげ ます 皆様すでに

ご案内のように、F「 ||1学 1坑は

本年311に 新 H鐵が研究所

としてイfしていた相模原の

11地 を1片入し、これを大学

が校地として使用することに決定しましたりこれを受けて大

学では日下、新校地問題検討委;t会を設け、この活用に向

け検討を開始しました。来るべき21世紀は大学が大きな転

大学学長 半 田 正 夫

換を迫られる時代であると考えます,この新しい時代にxNl応

しながらも他校を凌駕する素日liら しい大学づくりを目指して

頑張りたいと思っておりますので、校友の皆様もご支援のほ

どよろしくお願い中し 11げ ます

昨冬、私は学長として立候れIする際に、所信表明のなか

で、「校友会との連絡を密にし、卒業′L、 父 1/Lと 大学との一

体感を醸 lJkす る」趣旨を述べましたが、少 r高齢化が進み

激化が予想される大学「′liき 残り」時代に本学がさらなる発

展を遂げるためには、校友の皆様との緊密な連帯が必須で

あることは1ヽうまでもありません その意味で、経済学部が同

窓会を設立し、さらに会報を発同するにいたったことはきわ

めて意義のあるところと考えます 大学とともにある経済学部

同窓会のご発展をお祈り中し Lげます=

経済学部同窓会設 1/総会 -1999923(第 6い 1大学同窓祭Ч(H)一  総]Fビ ル大会議常にて
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経済学部同窓会発足す個鮮謝50隣を己念して)1999.9.23
青山学院大学経済学部卒業生の有志は、かねて「経済学

部II]窓会」を設立すべく準備中であったが、去る1999年 9月

23H、 同大学設立50周年記念式に合わせ、同窓会の設立総

会を開催、会則等について同窓会員の賛同を得て正式に発

足したcその骨子は次の通り。

●名称 :「青山学院大学経済学部同窓会」と称する。

●目的 :会員相互の親睦と研鑽を図るとともに、大学お

よび経済学部の発展に寄与する。

●会員 :経済学部 (商学部も含む)卒業生を「一般会員」、

同学部の教職員らを「1寺別会員」とする。

●総会は、毎年1回 、6月 までに開催。

●役員 :会長 (1名 )、 副会長 (2名 )、 幹事長 (1名 )、 副幹

事長 (1名 )、 会計委員(2名 )、 監査委員(2名 )を置く。

●学年幹事 :学年ごとに学年幹事1名 と副幹事若干名を

置く。

●常任幹事会 :1952年卒業生より3年度ごとに1名ずつ

と、会長推薦5名の30名 をもって構成する。

●会費は、①年会費3,000円 、②終身会費(60才以上)

30,000円 とする。

>会長…榎本ヴ、(商29)>扇 1会長…イiリト信′と(経 41)、 川

野繁 (経 53).,>中 ,事長…† |プ(子  (商 29)、 出1中↑事長…富

田直 (経H5)>会 計委員…ノ(り F知 41(商 31)、 今片義弘 (経

35)i>監査委員…キ|[]孝
`f(商

29)、 水澤郁夫 (商 30)。

>常任中↑事…大賀縦 (商 29)、 佐藤尚 (商 29)、 桃澤秀夫 (経

30)、 船津昭人(商32)、 藤吉邦通 (商 34)、 飯村肇 (商35)、 門

川光雄 (経35)、 白井茂 (経37)、 西尾隆 1司 (商 37)、 清水美子

(経39)、 相川和宏 (商44)、 松原優子 (経46)、 本郷茂(経 47)、

梅田澄子 (経48)、 白岩保男 (経 53)、 志村一彦 (経 55)、 相原

一浩 (経 58)、 河野初樹 (経 61)、 中田宏 (経Hl)、 佐藤剛 (経

H5)、 花岡雅夫 (経 H7)、 香西秀樹 (経H10)。

初代会長に榎本弘氏 (商29)を選出

幹事長は室伏孝一氏 (商29)

同窓会設立総会は、1999年 9月 23日 午後411寺より青山学院

大学総研ビル大会議室に、lil窓 会設立に賛同する卒業生、

教職員ら2百余名が参集し開催された3

まず、設立準備委員の室伏孝一氏 (商 29)の発議により設

立総会が開始され、ついで発起人代表の榎本引、氏 (商29)が、

本国窓会設立までの経緯などにつきlり[明 引゙き続き、同氏が

設立総会の議長に就任した、

山:ちに議事に入り|11窓会会則 (案 )および1司窓会役員 (案 )

が上提され、検討の水いずれも可決された。なお、可決にあ

たっては、主として中堅層の1司窓生より、積極的かつ建設的

な意見が出され、これらの意見を織り込んで一部修正さ

れた。

同窓会役員は次の通り(敬称略。任期は2001年9月 23日 ま

での2年間)。
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本弘含長就任蝶拶要旨

占山学院大学卒業生の組織としては、すでに「校友会大学

部会Jがあるが、経済学部の卒業生も34,000余名となり、多くの

同学部卒業生より「経済学部同窓会Jを新設してはとの声が出

ていた。たまたま経済学部倉J立 50周年にあたる本年 (1999年 )

に同同窓会を設立しようとの動きが具体化し、有′よにより

1998年 10月 に第 l FI日 の設立準備委員会が持たれた その

後、設立の賛同者が増え、発起人も既に300余 71、 4111の 準

備委夕t会が持たれたぃ

第4回 日は、発起人総会として、会則原案の検 !i寸 や役員の

選考委員会の設置が承認された、

経済学部同窓会の目的は、校友の懇親と連帯、そして母

校との関係を密にし、母校の発展に寄与する有形無形の支

援にある[

経済学部は、卒業生の数において占山学院大学最大の学

部であると同時に、その卒業生は各方面で活躍中であり、卒

業生同上の連携も密である この力を「経済学部同窓会Jと

いう形で結集することにより、卒業
ノ
|:間はもとより、母校にと

っても色々な面で大きな力になるものと確f言 している

ヽ
Ъ

21世紀に飛躍を誓う経済学部設立50周年記念/同窓会設立祝賀会
青山学院大学経済学部では、去る1999年 9月 23ロ アイビー

ホール音学会館において、同学部設立50周年を記念する設

立記念式典を開催、引き続き1司学部設立50周年記念パーテ

ィを行ったぃ

なお、このパーティは、当日午後4Π寺より開催された経済学

部卒業生有志により発議され承認された「経済学部同窓会」

の発足祝賀バーティも,tね たものであった

まず、式典は杉浦勢之教授 (経 55)の司会で始められた。

経済学部宗教主任の東方敬信教授 (経 41)により「神は私た

ちを学び舎に招き、真理はあなたがたを自由にすると聖書を

通して語って ドさった。今、50年 をIEし く顧み、継承し、21世

紀に向かい、自由に、勇気を持って学び、活動できるように

導いてほしい」と、開会の祈梼が棒げられた。

のち、熊谷彰矩経済学部長、羽坂勇百1理事長、深‖T正信

院長、国岡昭夫大学学長、および平光淳之助校友会会長よ

り、それぞれ祝辞が述べられた.ついで、経済学部体育担当

の高村雄治教授の発声により、乾杯、経済学部卒業生およ

びその関係者の ^層の飛躍を祈念した。

引き続いて、「経済学部同窓会」の祝賀会に移った,祝賀

会は鈴木幸二氏 (経 35)および杉浦勢之教授の「ll会進行で

進められ、同窓会新役員榎本会長らの紹介があった後、参加

者2百余名は、杯を高くかかげ、用意された料理に舌鼓を打

ち、かって学んだ青山学院の思い出や、卒業後の同窓生と

の交流など、こもごも語り合い、楽しいひとときを過ごした。

〆
り
」

画面顧疇圭燻珈暉ヽ ■Pr目・・
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今から100余イli ll、 lli山学院の校友会が発/Lし ました 今、

青山学院では、米来に向かっての改 lliに 真尖1に取り剖1んで

いますが、校友の皆様も、この改 itに 大きな関心を持ってい

ただいていると思います 学じtとしては、校友の皆様がネ11会

で活躍されることを|「原:1しておりますが、これは員ll学院の評

伸iにつながるものとイriじ ております この学院と校友との糸|キ

び11きが 層晰tくな
`)、

学院の発展のためにも、校友の皆さ

ん、学院に足を向けて 卜さい

４
だ

熊谷彰矩経済学部長挨拶
{「経済学の第3の危機」を乗り切ろう)

意

1949年、新制大学として発足した青山学院大学、その経済

学部が誕
`Lし

て50年を迎えたこの11、 新たに「経済学部同窓

会」が設立されたことは、二市の喜びです。

かの英LIの経済学者ジョーン・ロビンソンが、1970年代の

経済状況を評し、「経済学の第2の 危機」といいましたが、今

は、「第3の危機」といえるかもしれません。しかし、21世紀に

向けて、日本はもとより、L界から経済学への期待は極めて

大きいものがあると考えています。

私たちはこれに応えるべく、 ^層の研鑽を積み、情報を広

く|IL界に発信しつづける、これが大切なことと信じます。

■ヽキ

澤 …

し ｀

■1冨

現代のFl会は1支術ギ1新の時代といわれています しかし、

とんな素晴らしい1支術を持っていても、経済的なセンスがな

ければ、その1支術は生かさオlないことも事実です 現代社会

がいかに経済に期待しているかを考えると、私たちの学びの

重要さが身にしみます 今後の飛躍を望みます

青山学院大学経1斉学部といえば、私、は、10イ ll前に亡くなら

れた人木金次郎先生を
'よ

い||さ ずにはいられません、

先ノliは、実に36イlil11に 11り 、iキ山学院大学、同経済学部

および 11学院のため、全力をノぶくされたのです .IIL在、青山

学院は、ガノ稚1劇から大学院まで、様々な内外の変化、革新に

対応するべく努力しております どうか校友の皆さん、この革

新の時にあたリーIⅢ「|サ校へのll i11意 i哉 Jを 高め、いろいろ

な方面でのご支援を|1易りますようお願いします.

ロ
ロ

■
ヨ

ー
Ｊ念
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曜   評戦

校友会の役害1は、校友の皆様の親睦を図ることも重要ですハ 今 ・

つは、校友会の力を結集して、様 な々山iで学院に寄りすることです

現在の校友会は、海外を含め62芝 部あるうえ、さらに毎年

新しい「|」窓会」がli延
′
liしています

本日、「経済学部II]窓 会」が誕生しました_誠に卜`「ばしい

限りです.経済学部は、在籍者数においても、卒業′11におい

ても、青山学院最大の学部です。また、この卒業
′Lは 、文字

通り社会で大活躍中です。校友会最大の柱です。どうか、今

後の青山学院校友会の「大黒柱」になって下さヽ ヽ

青ハギ院フ

ぱ



経済学部創立50周年記念シンポジウム
経済学部設立50周年を記念するシンポジウムは、以下の二部

構成で、1999年9月 23日 (木 )、 総研ビル大会議室で行われた。

第一部は現同窓会会長榎本弘教授による特別講演「経済

学部50年Jであり、第二部は記念シンポジウム「経済学への

期待…経済学部から未来への発信」であった。

＼

榎木教授の講演は、学

部の変遷を、学部前身から

説き起こし、学部の歩みの

年表と現在のカリキュラム

を示しながら詳細に展開さ

れ、出席者に感銘をり‐え

た。更に、約3万5千名の卒

業生を送り出し、世間的に

一定の評価を得ているとし

ながらも、現在、解決を迫

られている問題点も指摘さ

れた。それらは、専門教育

の充実、語学教育の徹底、ゼミ教育の重視、キリスト教的人

間教育などである。最後に、青学関係の先輩諸氏からの支

援を要請されて講演をしめくくった。

第2部のシンポジウムは、日向寺純

雄教授の司会のもとで、以下の4人の

パネリストによるシンポジウム・テーマ

をめぐるそれぞれの専門分野からの

報告がはじめになされ、その後、会場

から質問が出され応答がなされた。先

ず、最初にパネリスト名とその論題を

示しておく。

本間照光教授

「人FHD中心の経済…福祉は経済を支え、人をつくる」

深川由起子助教授

「アジア経済の再生と日本の役割 :脱欧人亜が拓く未来」

三條和博助教授

「後始末経済学JのすすめJ

堀真理子教授

「芸術の効用 :文化経済学の時代」

本間教授は、真の豊かさは一人一人の人間の生活基盤を

社会全体で支えるような在り方にこそあるとされ、J.ラ スキン

やA.センなどの人間主義的経済学を再考すべきことを社会

保障論の立場から主張した。

Mav 15′ 2000  Aoy● m● Oikos Nomos No。 1
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本間教授

深川助教授

`″

東アジア経済論が専門の深川助教

授は、日本経済が歴史的に本来持っ

てきた物づくり経済の精神は、21世紀

に向けてアジア経済に充分貢献でき

ることを力説した。

更に、三條助教授は、環境経済論

の立場から、環境汚染や見通しなしの

濫開発がもたらす不可逆的な不利益

を考慮され、評価と責任にもとづく「後

始末の経済学」を提唱され、経済学と

自然利学の協力関係の重要性を示し

た。

最後の堀教授は高度経済成長後の

成熟社会における実験的な演劇によ
~

る、町・村おこしの試みを紹介された。

そして、この試みを実質的にバック・ア

以上の、社会福祉、アジア経済、環

境経済、文化経済をめぐる論点に対し

て、会場からも意欲的質問がなされシ

ンポジウムは成功裡に終わった。時間

的な制約もあって、4つの問題提起の

相互関連についての議論が深められ

なかったことは残念であった。

なお、第一、二部のシンポジウム全

体をまとめたブックレットが経済学会か

ら刊行されています。入手希望の方は

経済学会室 lTEL.03-3409-8111、 内

線12236)に お問い合わせ下さい。ま

た、6月 24日 、経済学部同窓会第1回総

会出席者にも贈呈します。

／
′
／

ソプする研究領域として文化経済学の意義に言及した。

榎本教授

日向寺教授

三條助教授
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◆ 1999.9.23

● 1999.10.15

01999.10.21

01999.11.24

◆ 2000.1.25

◆ 2000.2.22

◆ 2000.2.25

◆ 2000.3.14

◆ 2000.3.25

Oikosと は家計、家政の意味で、古代ギリシャにおける

ポリス (都市国家)の経済の最小構成単位とも呼べるもの

です。Nomosは規制、規範、きまり、術などの意味を持
つています。それ故、オイコス 。ノモスは家政術、家計術

の意味を持つています。

ポリス (po!is)のオイコス・ノモスがpolitical economy

(政治経済学)のルーツとなつたもので、モンクレチアン

(1615)やスチュアート(1767)が po:itiCa!economy

を主著のタイトルにいねています。オイコス・ノモスにつ

いては、クセノフォンがはじめて使つたと思われますが、

アリストテレスはオイコノミケー (olkonomikё )とクレマ

ティスティケー(chremaJsJka)と を峻別し、貨殖術を

意味する後者を否定し、前者こそ本来の経済活動であると

して肯定しました。

青山学院大学経済学部同窓会を一つのオイコスとみたて

て、そのノモスを守りながら発展させていこうということ

を、同窓会ニューズレターの名称にこめました。

設立総会 (総研ビル大会議室。280名 参

加)/設立記念パーティ(アイビーホール青

学会館。280名 参加 )

拡大役員会

第1回役員会

第1回常任幹事会

第2回常任幹事会

第3回常任幹事会

第 1回幹事会

(アイビーホール青学会館サフランの間。105名 )

第4回常任幹事会

本年新卒者 (737名 )への入会勧誘

(卒業式。新卒者の年会費は 1,000円とする)

◆ 2000.9.23

第2回役員会

第5回常任幹事会

会報第1号発行

第 1回総会 青山キャンパス内
午後2時～総会/午後4時～経済セミナー

講師 :松澤 建氏

(経35卒。日本火災海上保険 (株)社長 )

出席者に設立総会当日に開催された経済

学部50周年記念シンポジウムをまとめた

ブッヽクレット贈呈。

第7回大学同窓祭

編 集 後 記

*昨年12月 にご就任の半田正夫大学学長にはご多忙にもか

かわらず快くご寄稿いただいた。

*設立総会ならびに設立記念祝賀会に関しては、水澤満里

子氏 (商 30)にテープ起こしの労を依頼。お陰様で詳細な

記録を掲載することができた。同氏の労に深甚の謝意を

表す。

*学部設立記念シンポジウムに関しては石井信之教授 (経

41)にお願いした。

*同窓会ニューズレターのタイトル「Aoyama Oikos Nomos」
~`

は去る3月 14日 の常任幹事会で石井信之教授の提案が採

用され決定した。

*第 1号編集長、門川光雄 (経 35)。 編集員、西尾隆司 (商

37)、 清水美子 (経39)、 石井信之 (経41)、 相川和宏 (商44)、

松原優子 (経 46)、 本郷茂 (経47)、 梅田澄子 (経 48)、 儀部

守孝 (経 53)、 相原一浩 (経 58)、 花岡雅夫 (経H7)。
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